（別紙１）
経歴書
	学位
	
	ふりがな
氏　　名
	
	 eq \o\ac(○,印)
	生年月日
	年　月　日

	現住所
	

	関係学会

加入状況
	

	年月日
	任免事項
	師事した指導者の氏名、学位論文名又は学会に提出した論文名

	
	
	


注意
１　最終学歴より現在に至るまでの経歴を詳細に記載すること。
　専攻科名、医師免許取得後に、その担当する育成医療・更生医療の種類について研修した機関の名称（大学、病院等）、期間及び師事した指導者の氏名並びに学位論文又は学会に提出した論文で本医療の診療科目に関連のあるものがあれば、そのうちの主要なものについて論文名及び提出年月日を記載すること。
２　この経歴書には、別紙３を添付すること。
　なお、腎腎臓に関する医療を担当しようとする場合は別紙４を、小腸に関する医療を担当しようとする場合は別紙５及び別紙６を、心臓移植術後の抗免疫療法を担当しようとする場合は別紙７又は別紙８を、肝臓移植術後の抗免疫療法を担当しようとする場合は別紙９又は別紙１０を併せて添付すること。

（別紙１）　　　　　　　　　　　　　　　　＜記　載　例＞
経歴書
	学位
	有
	ふりがな
氏　　名
	かわぐち　たろう
川口　太郎
	 eq \o\ac(○,印)
	生年月日
	昭和○年○月○日

	現住所
	○○市□□１－１－１

	関係学会

加入状況
	日本腎臓学会、日本人工臓器学会、日本透析療法学会、日本泌尿器学会

	年月日
	任免事項
	師事した指導者の氏名、学位論文名又は学会に提出した論文名

	平成元年

　　　３月

平成元年

　　　６月

平成２年

　　　６月

平成１０年

　　　６月

平成２０年

　　　６月


	○○大学医学部

医学科　卒業

医師免許取得

○○大学医学部

□□教室　入局

（助手）

△△総合病院

腎臓内科　勤務

（医員）

○○市立病院

腎臓内科　勤務

（医長）

○○総合病院

腎臓内科　勤務

（部長）


	（師事した指導者）

　○○大学　○○○○教授

（学会に提出した論文）

　「◇◇◇◇◇症の治験例」　日腎誌（平成１１年５月）

　「ネフローゼ症候群」　　　腎と透析（平成１５年９月）

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・




注意
１　最終学歴より現在に至るまでの経歴を詳細に記載すること。
　専攻科名、医師免許取得後に、その担当する育成医療・更生医療の種類について研修した機関の名称（大学、病院等）、期間及び師事した指導者の氏名並びに学位論文又は学会に提出した論文で本医療の診療科目に関連のあるものがあれば、そのうちの主要なものについて論文名及び提出年月日を記載すること。
２　この経歴書には、別紙３を添付すること。
　なお、腎腎臓に関する医療を担当しようとする場合は別紙４を、小腸に関する医療を担当しようとする場合は別紙５及び別紙６を、心臓移植術後の抗免疫療法を担当しようとする場合は別紙７又は別紙８を、肝臓移植術後の抗免疫療法を担当しようとする場合は別紙９又は別紙１０を併せて添付すること。

